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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和４年４月１５日 

件  名 国内販路拡大支援事業の展示販売イベント結果について 

所管部課 産業経済部 産業政策課 

内  容 

下記のとおり実施した展示販売イベント（テストマーケティング）につ

いて結果報告する。 

 

１ 目  的 

本年度の新しい取り組みとして、参加事業者がテストマーケティン

グをおこない、消費者やバイヤーの反応を直につかめる場を提供する。 

 

２ 期  間 

令和４年２月１２日（土）から令和４年３月１３日（日） 

※ ｂ８ｔａからの申出により開催期間延長 

 

３ 会  場  

ｂ８ｔａ（ベータ）有楽町店 

（ＪＲ有楽町駅、東京メトロ日比谷駅より徒歩１分） 

 

４ 会場概要 

新たな商品の発見、体験に特化した新しいモデルの小売店。試作

品、新製品、サービスを消費者やバイヤーに体験してもらうことができる。 

 

５ 参加事業者（令和２年度及び令和３年度の事業者が対象） 

 参加事業者名（五十音順） 出展製品 

Ｒ２ 

㈱安心堂 オリジナルプリントグラス 

㈲トラストプリンティング 切り絵キット 

鼻緒匠はな壱 和風サンダル 

ボナ・フォルトゥーナ㈱ ハンドバッグ、財布 

㈱和宏ｍｉｎｃａ 革製品（アウトドア用品） 

Ｒ３ 

㈱ＥＴＯＥ ランジェリー 

デザインアンダーグランド カセットテープ 

東京産業㈱ スリッパ 

ミツワ㈱ 美顔器 

ミユキ精工㈱ 知育ブロック 

※ 他２社の参考出展（すでに自ら販路拡大に取り組んでいる事業者） 

八重洲コーヒー店（焙煎豆）、株式会社ワタトー（きなこ菓子） 

 

６ 出展フォロー 

展示販売に慣れていない事業者も多いため、出展商品の選定や展示

方法、在庫管理など出展支援等のフォローを行った。 
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７ 来店者データ 

今回、ｂ８ｔａ有楽町店の設備であるＡＩカメラを活用した定量デー

タとスタッフのヒアリングによる定性データから情報を収集し、参加事

業者に提供した。 

（１）展示スペースの来店人数         延べ２３，０２３人 

（２）展示スペースで５秒以上立ち止まった人数 延べ ９，２１２人 

（３）スタッフの接客を受けた人数       延べ   ４１６人 

（４）スタッフによる展示スペース来店者のヒアリング内容 

【オリジナルプリントグラス】 

一直線で印刷するのではなく、グラスやお茶碗など、円に沿って

山手線 1 周を描いてくれた方が非常に商品として面白い(男性６

０代以上)。 

【和風サンダル】 

試着では手で触るよりも底が柔らかく走れそうだと感じた。鼻緒

が付け替えられる等、オーダーメイドできるのであれば購入した

い(女性６０代以上)。 

【知育ブロック】 

カラフルなブロックでかわいいので、ジョイント部分も種類ごと

に色が分かれていたらより幅広い年代の方が楽しめそう(男性２

０代)。 

一般的なブロックよりも想像力が鍛えられそうなので、甥っ子姪

っ子へのプレゼントにしたいと思った(男性２０代)。 

【革製品(アウトドア用品)】 

品質の良さに大変驚いた、やはり触ってみないと分からない(男

性３０代)。 

 

８ イベントをきっかけとした主な成果進捗 

【知育ブロック】 

子ども向け雑誌の読者プレゼントに採用された。 

【和風サンダル】 

大型商業施設での催事出店を交渉中。 

【革製品(アウトドア用品)】 

シューズ･ファッション雑貨専門誌の取材を受けた。 

 

９ イベント終了後の支援 

展示販売イベントで得た消費者やバイヤーの反応を元に商品改良等の

個別支援を継続していく。 

 

問 題 点 

今後の方針 

令和４年度の展示販売会場については、今後の参加事業者、新型コロナウ

イルスの感染拡大状況等を総合的に勘案の上、決定していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和４年４月１５日 

件  名 緊急経営資金（新型コロナウイルス対策資金）の受付状況について 

所管部課 産業経済部 企業経営支援課 

内  容 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大による緊急経営資金の受付件数等、融資実行

状況の令和４年３月末までの実績について、以下のとおり報告する。 

 

１ 緊急経営資金等受付件数 

月 緊急経営資金 
セーフティ 

ネット４号 

セーフティ 

ネット５号 

危機関連 

保証 

Ｒ２.３月 ８３９件 １４０件 ３３件 １件 

４月 １,５１０件 ３４１件 ４４件 ５６件 

５月 ８２７件 ７６７件 １０６件 １５１件 

６月 ５９８件 ８５８件 １７７件 １６３件 

７月 ３９１件 ６５１件 １５１件 １２１件 

８月 ２９０件 ４１９件 ９２件 ５３件 

９月 ２５１件 ３８８件 ６６件 ６３件 

１０月 １８８件 ３４５件 ６９件 ４２件 

１１月 １８２件 ３４０件 ６５件 ６５件 

１２月 １６６件 ３１１件 ６６件 ５７件 

Ｒ３.１月 １２９件 ２１７件 ４６件 ３７件 

２月 １６９件 ３０３件 ４２件 ３５件 

３月 ３１２件 ７０９件 １８１件 １３９件 

４月 ９４件 １０７件 ２７件 １９件 

５月 １４３件 ８４件 ７件 １２件 

６月 １８４件 ９１件 １１件 １４件 

７月 １６９件 ９４件 １０件 １１件 

８月 １４１件 ９６件 ７件 １４件 

９月 ２７７件 １４６件 ６件 １７件 

１０月 １２６件 ８２件 ７件 ６件 

１１月 １６０件 １００件 １５件 ２０件 

１２月 １６６件 １２３件 １３件 １８件 

Ｒ４.１月 １２５件 ９３件 ７件  

２月 ２３７件 １８２件 １４件  

３月 ５０５件 ２６４件 ２５件  

計 ８,１７９件 ７，２５１件 １，２８７件 １，１１４件 
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  新型コロナウイルスに係るセーフティネット等の各申請期限は、セー

フティネット４号は令和４年６月１日、セーフティネット５号は令和４

年６月３０日までとなっている。また、危機関連保証の申請は令和３年

１２月３１日をもって終了した。 

 

※ セーフティネット保証とは 

様々な突発的事由によって経営が困難（売上高等が減少）となった

中小企業者を対象に、信用保証協会が通常の保証限度額とは別枠で

保証を行うもの。市区町村が認定する。 

・ ４号 自然災害等の突発的災害を対象として全都道府県を指定。原則 

として最近１か月間及び最近３か月間の売上高等が前年同月と比べて 

２０％以上減少している場合、保証協会が債務の１００％を保証する。 

・ ５号 全国的に業績が悪化している業種を指定。原則として最近 

１か月間及び最近３か月間の売上高等が前年同月と比べて５％以上 

減少している場合、保証協会が債務の８０％を保証する。 

・ 危機関連保証 大規模な経済危機、災害等により中小企業につ 

いて著しい信用の収縮が全国的に生じており、実際に売上高等の 

減少がみられる中小企業者を支援するための措置。原則として最 

近１か月間及び最近３か月間の売上高等が前年同月と比べて１５％ 

以上減少している場合、保証協会が債務の１００％を保証する。 

セーフティネット保証との併用が可能。 
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２ 融資実行件数等  

月 融資実行件数 実行金額 信用保証料補助額 

Ｒ２.３月 ２４件 １８５,５００千円 ４,８３５千円 

４月 ６８３件 ４,８７７,２００千円 １３０,００９千円 

５月 ８８２件 ６,１００,６００千円 １５７,７５２千円 

６月 ８０８件 ５,３１５,８８０千円 １４１,８６７千円 

７月 ６２４件 ４,２３９,７００千円 １１６,４１６千円 

８月 ４８７件 ３,３４８,４００千円 ８５,７８３千円 

９月 ３９０件 ２,７１０,４００千円 ７１,０１３千円 

１０月 ２９５件 １,７７２,５００千円 ４４,１１０千円 

１１月 １７１件 １,０６９,１１０千円 ２７,６０１千円 

１２月 １８６件 １,０７３,３００千円 ２９,１０８千円 

Ｒ３.１月 １５３件 ９４７,２００千円 ２２,１５１千円 

２月 １０１件 ４９８,０００千円 １１,９２５千円 

３月 １６７件 ８７９,５００千円 ２２,３０５千円 

４月 ２１９件 １,２６２,７７０千円 ３３,１００千円 

５月 １３１件 ６６１,４００千円 １７,２２２千円 

６月 １６６件 ６９１,２５０千円 １６,５８６千円 

７月 １３４件 ６８９,２４０千円 １７,０３５千円 

８月 １５５件 ７５９,８００千円 １７,０７５千円 

９月 １５５件 ７７３,８００千円 １７,３３８千円 

１０月 ２３９件 １,２３５,４００千円 ２９,１９２千円 

１１月 １１７件 ５５８,１００千円 １２,８２６千円 

１２月 １５７件 ７３５,６００千円 １７,９０１千円 

Ｒ４.１月 １３５件 ６６９, ３２０千円 １６,４１３千円 

２月 １１６件 ５１８,８４０千円 １２,７２７千円 

３月 ２０５件 １,０２７,４００千円 ２１,９６９千円 

計 ６,９００件 ４２,６００,２１０千円 １,０９４,２５９千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

緊急経営資金は、関係機関の意見や社会情勢等を鑑み、令和４年３月３１日

から９月３０日まで延長した。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和４年４月１５日 

件  名 雇用調整助成金活用促進事業受付状況について 

所管部課 産業経済部 企業経営支援課 

内  容 

 

 

令和２年５月から実施している雇用調整助成金活用促進事業の受付状況に

ついて、以下のとおり報告する。 

また、令和３年９月から開始した、雇用調整助成金活用促進事業の社会保

険労務士による休業支援金申請に係る事務手数料助成の周知状況について報

告する。 

 

１ 雇用調整助成金活用促進事業受付状況 

月 助成決定件数 助成決定額（千円） 

Ｒ２.５月   ０件 ０千円 

６月 ６件 ５２３千円 

７月 １２件 １,１２０千円 

８月 ３４件 ３,２２１千円 

９月 ５７件 ５,０９０千円 

１０月 ６７件 ５,８８３千円 

１１月 １３件 １,０８７千円 

１２月 ４４件 ４,０７５千円 

Ｒ３.１月 １３件 １,２７５千円 

２月 １４件 １,２３５千円 

３月 ２１件 １,８９９千円 

４月 ０件 ０千円 

５月 ３件 ２９９千円 

６月 １件 １００千円 

７月 ６件 ６００千円 

 ８月 ３件 ３００千円 

９月 ４（１）件 ３５０（５０）千円 

１０月 ５（１）件 ３３２（５０）千円 

１１月 ７（０）件 ６６３（０）千円 

１２月 ０（０）件 ０（０）千円 

Ｒ４.１月 ６（０）件 ５２３（０）千円 

２月 ４（０）件 ４００（０）千円 

３月 ５（０）件 ５００（０）千円 

計 ３２５ (２）件 ２９，４７５（１００）千円 

  ※ 申請期限 令和４年３月３１日 

  ※ 令和３年９月１５日から休業支援金を申請対象に追加 

（ ）内の数字は休業支援金の件数及び金額 
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２ 休業支援金申請に係る社会保険労務士費用助成の周知について 

（１）あだち広報  ９月２５日号に記事掲載 

（２）ホームページ ９月１５日に情報掲載 

（３）ＳＮＳ    ツイッター及びフェイスブックを以下の日程で投稿 

        ・ ９月１５日 

        ・ １０月１日 

        ・ １１月２５日 

（休業支援金に係る助成案内、チラシ画像付き） 

          ・ １１月３０日 

             （雇用調整助成金に係る助成案内） 

          ・ ２月３日 

             （雇用調整助成金、休業支援金に係る助成案内） 

（４）豆の木メール １０月１３日にひとり親家庭向けに発信 

（５）チラシ配付  １１月１９日から区施設、大学等に順次配布 

（６）「公社ニュース トキメキ」 

 １月号に雇用調整助成金活用促進事業の記事掲載 

 

問 題 点 

今後の方針 

国の雇用調整助成金及び休業支援金の特例措置は令和４年６月末まで延長

されている。引き続きＳＮＳにより、区の助成制度の周知を行う。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  

令和４年４月１５日 

件  名 「㊗レシートde９０周年」進捗状況について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

内  容 

㊗レシートde９０周年事業の進捗状況について報告する。 

１ 登録店募集状況 

（１）募集期間 

令和４年２月１日（火）～令和４年４月２８日（木） 

（２）登録店舗数 

   １，２４７店（令和４年４月１１日現在） 

※ 商連加盟店でかつ区内共通商品券取扱店は自動登録 

※ あだち３０買い物券登録店及び区内共通商品券取扱店ではない 

商連加盟店に郵送及び電話がけして登録を促した。 

 

２ 商品券申込状況 

  ５４件（令和４年４月１１日現在） 

 

３ 区民等への周知（実施済） 

・ 「あだち広報」３月２５日号 

・ 区民事務所等公共施設、駅スタンド 

・ 町会・自治会掲示板 

・ ＨＰ、ＳＮＳ 

 

４ スケジュール 

（１）登録店募集       令和４年２月１日～令和４年４月２８日 

（２）レシート対象期間    令和４年４月１日～令和４年５月３１日 

（３）利用者申請期間     令和４年４月４日～令和４年６月１５日 

（４）商品券プレゼント発送  令和４年４月中旬～順次発送 

（５）登録店協力金振込期間  令和４年７月１日～令和４年７月３１日 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

 周知を工夫・充実させ、登録店舗数の増加、商品券申込件数の増加を図っ

ていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  

令和４年４月１５日 

件  名 令和３年度足立ブランド新規認定について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

内  容 

 令和３年度足立ブランドの新規認定企業が決定したため報告する。 

 

１ 認定選考結果 

（１）応募企業数 

３社 

 

（２）選考委員会スケジュール（選考方法） 

   第一回 令和３年１０月 １日（書類選考） 

   第二回 令和３年１１月２２日（書類選考） 

   第三回 令和４年 ３月２５日（プレゼンテーション） 

 

※ 当初は令和４年１月３１日に第三回の選考委員会を実施する予

定だったが、まん延防止等重点措置が適用されたため、令和４年

３月２５日に延期となった。 

 

（３）認定企業数 

   ２社 

  ※ ３社のうち１社は令和３年１２月に区外の会社の傘下に入った

ばかりで、今後の方針や社内体制が変更になる可能性があるため今

年度は保留とし、来年度改めて状況及び企業の意向を確認し検討す

ることとした。 

 

（４）新規認定企業 

   別紙１参照 

 

２ 新規認定企業のＰＲについて 

・ 足立ブランド冊子、ホームページへの掲載 

・ 展示会出展等、対外的に周知していく 

 

※ 今回の認定企業２社を加え、足立区ブランド認定企業の合計は６４

社となった。今後も認定にあたっては、十分精査し、優秀な技能、技

術を持った企業を認定していく。 

問 題 点  

今後の方針 
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新規認定企業 

 企業名 特徴 

１ 有限会社クラ工業 

（梅田 5-1-14） 

【シルクスクリーン・パッド印刷によるオリジ

ナル商品の製造】 

印刷が難しいフルカラーでのシリコンゴムへ

の印刷技術を有している。また、多様な素材・

形状、ロットにワンストップで完了する印刷技

術で短納期にも対応可能。 

２ 株式会社 Crista 

（西新井 1-5-1-204） 

【オリジナル達磨ブランド「はっぴーだるま」

製造】 

伝統工芸品で縁起物でもある達磨に、活気を贈

るギフトとしての新たな魅力を創出し、伝統的

な赤と黒にこだわらない金やパステルカラー

を多用したこれまでにない「はっぴーだるま」

を製造。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  

令和４年４月１５日 

件  名 足立ブランド再認定方法の変更について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

内  容 

 足立ブランドの活動をさらに活性化させていくため、令和４年度より再認定の方

法を下記のように変更する。 

 

１ 足立ブランドの経過 

・ 足立区のイメージアップを図る目的で平成１９年に発足。初年度は１１社

からスタートしたが、発足から１４年経過した現在は６４社が認定されて

いる。 

・ 令和３年に自主的な活動を行う目的別部会（対外ＰＲ、情報共有、働き方、

あだちブランド Youth）が立ち上がり、積極的に活動する認定企業がいる。 

・ 一方で、交流会など足立ブランド事業への参加が認定の条件の１つになっ

ているにもかかわらず、参加実績がほとんどない企業も含まれており、参

加率を向上させる工夫が必要になってきている。 

 

２ 再認定方法の現状について 

・ 認定企業に対し、新規認定から３年ごとに再認定を行っている。 

・ 活動の参加率等に関係なく、企業の意思のみで再認定が行われている。 

 

    ⇒ 足立ブランドを活性化させるために、再認定方法を変更する必要あり 

 

３ 再認定方法の変更について 

（１）再認定における課題と改善策 

課題 改善策（新たな評価方法の追加） 

足立ブランド事業への参加率を向上させ

るための工夫が必要 

※ R3交流会不参加 ２３社（６２社中） 

・過去 2年の交流会への参加率 

認定時の技術の活用、新たなチャレンジ

や技術力向上の取り組みに関する評価基準

が必要 

・初回認定時の技術が活かされ

ているか 

・新しい技術に挑戦しているか 

経営基盤など企業持続力の確認が必要 ・財務状況確認 

・後継者について考えているか 
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（２）新たな再認定方式への移行スケジュール 

ア 新たな再認定の方法を周知 

    令和４年度中に認定企業が参加する交流会や通知により、全認定企業に周 

知を行う。 

イ 再認定スケジュール（全６２社） 

    新型コロナウイルスの影響で、令和２年度から再認定を未実施のため順次

再認定を行う。 

    令和５年度 ２３社（令和２年度再認定対象） 

    令和６年度 １６社（令和３年度再認定対象） 

    令和７年度 ２３社（令和４年度再認定対象） 

 

（３）新たな評価方法によって非認定となった企業の対応 

   非認定理由をフィードバックし、次回改めて新規申請できるよう支援していく。 

 

 

問 題 点  

今後の方針 

現在、足立ブランドの認定は製造業に限定しているが、今後、区のイメージアッ

プ戦略の一環として製造業以外の業種についても認定制度を検討していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  

令和４年４月１５日 

件  名 東京ＴＡＳＫの現状と今後の方向性について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

内  容 

 平成２１年度から足立区も事業に参加している東京ＴＡＳＫについて報告

する。 

 

１ 東京ＴＡＳＫとは 

区域内の地域産業活性化を目的とした足立区、台東区、荒川区、葛飾区の 

４区で実施している広域連携事業。区域内の事業者に対して、商品開発、製 

品の表彰、販路拡大支援を行っている。 

 

２ 東京ＴＡＳＫの変遷 

平成１５年 台東区・墨田区・荒川区・葛飾区の４区でＴＡＳＫプロジェ

クト発足 

平成２１年 足立区が参加 

令和２年  墨田区の退会に伴い東京ＴＡＳＫにプロジェクト名を変更 

 

３ 東京ＴＡＳＫ全体予算 

  令和３年度 ８００万円（各区負担金２００万円 ※毎年同額） 

 

４ 内容及び各区の役割  

・ 東京ＴＡＳＫ全体の運営【台東区】 

・ ものづくりアワード（製品の表彰）の実施【葛飾区】 

・ デザイナーによる製品開発支援【荒川区】 

・ 展示販売会の実施【足立区】 

 

※ 上記内容は８００万円の予算で運営されている 

 

５ 現状 

（１）展示販売会について 

   足立区が担当している展示販売会は、令和元年までＫＩＴＴＥ（東京 

駅）、東京スカイツリーで実施していたが、新型コロナウイルスの影響で 

集客が少なく、海外のインバウンドも期待できないため、令和２年度より 

集客が見込めるＪＲ上野駅中央改札前で台東ファッションザッカフェア 

（※）と共催で実施している。 

 

※ 台東ファッションザッカフェアは台東区が行っているイベントで、主 

に靴、鞄、ベルトなどの製品を販売している 

 

ア 出店に関する各区申し合わせ事項 

販売スペース及び予算に限りがあるため、ＪＲ上野駅への出店事業者は

過去ものづくりアワード出品者で、かつ各区１社のみ。 
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イ 販売実績 

  令和３年７月は、ものづくりアワード出品者以外を含む区内事業者２ 

社が連携して出店したため販売額は増加したが、１２月実施分は予算や各区 

間の取り決めにより、１社での出店となり販売額は伸び悩んでいる。 

展示販売イベント 売上額（全４日間） 

令和２年１２月 

ＪＲ上野駅中央改札前 

東京ＴＡＳＫ出展者（足立区事業者） 

５７，４２０円 

令和３年７月 

ＪＲ上野駅中央改札前 

東京ＴＡＳＫ出展者（足立区事業者 ２社） 

４３８，４８２円（２社合計） 

令和３年１２月 

ＪＲ上野駅中央改札前 

東京ＴＡＳＫ出展者（足立区事業者） 

６３，６３０円 

 

（２）足立区内企業のものづくりアワード申請数が減少している。 

・ 区内企業申請数 

平成３０年度 １５件 

令和元年度  １８件 

令和２年度  ８件 

令和３年度  ８件 

 

６ 費用対効果及び今後の方向性 

（１）費用対効果 

今後も出店に関する各区申し合わせ事項通りの出店であれば１回の販

売会で区が支出する費用５０～６０万円に対して、当区出店者の売上額は

１０万円以下となる見込み。 

（２）東京ＴＡＳＫ事業以外の足立区の事業者支援 

新製品開発支援や販路拡大を目的としたＥＣモール出店支援、各事業で

の催事イベント出展により都内や海外を含めた区独自の事業者支援施策

が増えている。 

（３）今後の方向性 

各区の考え方もあり東京ＴＡＳＫ全体を大きく変更することは困難な

ため、令和４年度末退会に向け進める。なお、今後も各区とは協議を進め、

新たな広域連携について検討していく。 

問 題 点  

今後の方針 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和４年４月１５日 

件  名 令和４年度「足立の花火」の開催中止について 

所管部課 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

 新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、「足立の花火」の中止を決

定したので報告する。なお、延期開催は行わない。 

 

１ 「足立の花火」中止決定の理由と経過 

（１）「感染防止安全計画」に基づく感染症対策 

  ア 都（総合防災部防災管理課）と協議したところ、参加者の把握と

検温、密集回避、飲食禁止等様々な制約が高く、実施は困難であ

る。 

  イ 都情報によると、近いうちに国が対策を緩和する動きはない。 

（２）方針決定時期と経費 

   中止判断が４月中旬以降になると、花火製作や空間演出の委託契約

が開始されるため契約解除金が生じる。 

（３）秋開催に延期した場合も、以下の理由により実施困難である。 

  ア 「感染防止安全計画」の対策が大幅に緩和されない限り実施がで

きない。 

  イ 延期した場合、警備事業者からは秋は催しが重なっており請負は

難しいと言われている。 

  ウ 河川敷の会場のほとんどが足立区、台東区及び荒川区管理の野球

場等であり、延期した場合、既に利用予約済みの大会計画等に大き

な影響が出る。 

（４）４月４日区が経営会議で中止方針を決定後、４月５日足立区観光交

流協会理事・評議員に区の方針を電話で報告し、協会として中止を正

式決定した。 

２ 当初開催予定日 

  令和４年７月２３日(土) 

３ 周知方法 

（１）プレスリリース 令和４年４月９日（土） 

（２）「あだち広報」４月２５日号（予定） 

（３）区及び足立区観光交流協会ホームページ、ＳＮＳ等 

（４）本庁舎及び足立区の主な施設で「中止のお知らせ」を掲出 

（５）関係団体、関係機関への連絡 

 

問題点 

今後の方針 
 区民や各関係団体へ丁寧に説明・周知を行っていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和４年４月１５日 

件  名 
区制９０周年及び友好自治体提携４０・３０周年記念交流バスツアー促

進事業について 

所管部課 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

 区制９０周年及び友好自治体提携４０・３０周年を記念した交流バスツ

アー促進事業について、実施案を報告する。 

 

１ 概要 

提携４０周年を迎える魚沼市、山ノ内町、３０周年を迎える鹿沼市へ

の理解を深め友好関係をさらに発展させていくため、かつ区制９０周年

を迎え区民が楽しみ、元気になってもらうために、旅行会社と協定を結

び、協力金としてバスツアー経費の一部を負担する。 

 

２ ツアー先 

  ・ 新潟県魚沼市（１泊２日を想定） 

  ・ 長野県山ノ内町（１泊２日を想定） 

  ・ 栃木県鹿沼市（日帰りを想定） 

 ※ ツアー先の宿泊収容数等を考慮し、各自治体複数回の実施を検討し 

ていく。 

 ※ 複数回実施する場合、「体験型」や「ゆったり魅力を満喫」などの 

異なる趣旨のツアーを検討する。 

 

３ 対象人数 

  ２７０人（９０人×３自治体） 

 

４ 協力金（予定額） 

参加者１人あたりのツアー代金２分の１で、上限１５，０００円を負

担する。 

＜参考＞ 

 ツアー内容例 類似ツアーの相場 

魚沼市 
ものづくり体験、酒

造・文化財見学 など 

２６，０００円～３０，０００円 

山ノ内町 
果物狩り、文化財見学

 など 

２９，０００円～３４，０００円 

鹿沼市 
果物狩り、工芸工房見

学 など 

１０，０００円～１２，０００円 

※ 魚沼市及び山ノ内町は１泊２日、鹿沼市は日帰りで算出。 
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５ 協定先の募集 

  旅行会社からツアー案の提案を募り、審査のうえ協定先（最大３社）

を決定する。 

 

６ 主な募集要件 

  ・ ツアーについては、区内観光バス事業者と合同で企画、実施する

こと。 

  ・ 交流や体験を意識した周年にふさわしいプログラムを取り入れる

こと。 

  ・ ツアーの各種調整、参加者募集、当日の添乗等については、旅行

会社の責任で行うこと。 

 

７ スケジュール（予定） 

  ４月中旬 

～５月中旬  旅行会社からの提案募集期間 

  ６月上旬   協定先決定、協定締結 

  ６月中旬～  ツアー実施及び協力金支払い 

 

問 題 点 

今後の方針 

新型コロナウイルス感染症の影響によるツアー実施の判断については、

事前に旅行会社と取り扱いを定めたうえで対応できるよう調整していく。 
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